
安芸市　地域ごとの医療救護行動計画　発災タイムライン　（全体）

※１　医師については、医療救護所医師を想定
※２　看護師については、災害支援ナースを想定
※３　医療機関については、診療所を想定

　　関係者
時間

事前に準備して
おくこと

安芸市 消防本部 医師※１ 看護師※２ 薬剤師 柔道整復師 歯科医師 医療救護所 救護病院 拠点病院 県医療支部 警察 医療機関※３ 住民 消防団 自主防災組織 日赤

平常時

○避難訓練
○耐震補強・家具転
倒防止対策等減災対
策
○非常持ち出し袋準
備
○避難場所・避難
ルート・避難所・津波
浸水区域の整備・確
認
○資器材の整備

○避難訓練の実施
○耐震補強・家具転
倒防止対策等減災対
策
○避難場所・避難
ルート・避難所・津波
浸水区域等の啓発
○医療機関・県連絡
調整と伝達（医療物
資・負傷者搬送　要
請）訓練
○応急手当等訓練
○患者搬送訓練
○医療救護所運営訓
練
　・医療従事者との確
認（設営・医療資材を
含む物資・運営方針・
役割分担など）
　・医師看護師薬剤師
確保
・柔道整復師歯科医
師役割の確認

○参集・避難ルートの
確
　認
○各救助事象に対応
し
　た訓練
○要配慮者等の把握
○住宅密集地の確認
○各資機材の整備
○消防団と連携した
訓
　練

○避難訓練・家具転
倒防止対策等減災対
策
○非常持ち出し袋準
備
○避難場所・避難
ルート・避難所・津波
浸水区域の確認
○医療救護所運営訓
練

○地域災害支援ナー
ス育成研修、地域災
害支援ナース継続研
修の実施（1回／年）
○自宅の防災対策の
実施
○避難ルートについ
て家族とよく話し合う
○職場における防災
マニュアルを理解し、
防災対策を実施する
○災害時に支援活動
を行うであろう場所を
想定し、日頃より顔の
見える関係づくりを行
う

○ファーマシューティ
カル（薬事）トリアージ
訓練→フィジカルアセ
スメントの習得
○発災時の参集場
所・避難所の確認
○避難所ストックの資
機材の確認
○発災時持ち出し薬
の確認（リスト化）
　（ＯＴＣ（一般用）医
薬品はどうするか要
検討）

○避難訓練
○非常持ち出し袋
準備
○医療救護所運営
訓練

○身元確認訓練の実
施
○BCP計画の作成
○避難訓練
○歯科備品、薬品の
確保

○医療救護開設・トリ
アージ訓練
○情報伝達訓練
○医師・看護師・薬剤
師確保
○医療救護資機材配
備
○医療従事者確保

医療法人瑞風会森澤
病院は地震・津波災
害により、患者や利
用者、地域住民なら
びに職員の人命を守
るため、また混乱防
止、発生後の被害軽
減を図るため、常日
頃、準備を行うととも
に、定期的、不定期
的に訓練や知識向上
や想定、意識の向上
等を各職員が持てる
ように努めていく。

・医療従事者の確保
・災害対応マニュアル
の作成、見直し
・災害訓練の実施
・資機材、災害用備蓄
の確保
・ＤＭＡＴ等養成

○情報伝達訓練
○支部開設訓練
○ＳＣＵ設置訓練
○各市町村と合同訓
練
○講演会開催等
○各市町村と連携
　・高知県医療対策安
芸支部会議、医療救
護所担当者会議の開
催

○避難訓練・家具
転倒防止対策等
減災対策
○非常持ち出し
袋準備
○避難場所・避難
ルート・避難所・
津波浸水区域の
確認
○医療救護所運
営訓練

○避難訓練・家
具転倒防止対策
等減災対策
○非常持ち出し
袋準備
○避難場所・避
難ルート・避難
所・津波浸水区
域の確認
○怪我をしない
ための学習
○応急手当等訓
練
○患者搬送訓練
○情報伝達訓練

○避難場所・避
難ルート・避難
所・津波浸水区
域の確認
○怪我をしない
ための学習
○応急手当等訓
練
○患者搬送訓練
○情報伝達訓練

○防災関連情報の
提供・広報・啓発
○避難訓練・家具
転倒防止対策等減
災対策
○非常持ち出し袋
準備
○避難場所・避難
ルート・避難所・津
波浸水区域の確認
○防災学習会開催
○応急手当等訓練
○患者搬送訓練
○情報伝達訓練
○防災資機材の整
備・点検・訓練
○防災計画等の策
定・修正

○防災関連情報の提供・広報
○減災活動①救急法等講習の実施 ②
救護訓練の実施 ③災害時要配慮者支
援（高齢者・妊婦・障害者生活支援・話し
相手）災害発生時の対応にかかわる情
報提供④こころのケアの研修・地域にお
けるこころのケアの普及⑤地域での防災
訓練への参加・協力⑥イベントでの救護
所運営・運営補助
○その他の支援①炊き出し訓練（炊き出
し実施方法に関わる行政との調整も含
む）②救援物資の管理、搬送・配分の訓
練③「青少年赤十字防災教育プログラ
ム」の教材を生かすよう指導④避難所へ
応急手当の用具を設置する
○救護班の業務支援①応急手当の研修
②救護訓練への参加

時間軸
地域全体での
想定・起こりえる
こと

安芸市 消防本部 医師※１ 看護師※２ 薬剤師 柔道整復師 歯科医師 医療救護所 救護病院 拠点病院 県医療支部 警察 医療機関※３ 住民 消防団 自主防災組織 日赤

時間軸
地域全体での
想定・起こりえる
こと

安芸市 消防本部 医師※１ 看護師※２ 薬剤師 柔道整復師 歯科医師 医療救護所 救護病院 拠点病院 県医療支部 警察 医療機関※３ 住民 消防団 自主防災組織 日赤

～６時間

○津波により浸水
○負傷者の搬送・収
容
○孤立地区発生
○避難所避難
○火災発生
○医療従事者不足

○人命救助・避難誘
導
○行方不明者の情報
管理
○避難所の準備・開
設
○福祉避難所の開設
要請
○医療救護所の準
備・開設・運営
○医療機関・県連絡
調整と伝達（医療物
資・負傷者搬送　要請
等）
○対応窓口設置
○要配慮者の安否確
認・応急支援
○被災者への生活物
資の提供

○火災消火活動
○人命救助
○傷病者の搬送
○緊急消防援助隊等
の
　受入及び支援

○医療救護所にて医
療活動

○津波警報解除後、
周囲の現状把握を行
う
○職場への参集が可
能であるか、近隣の
救護所に参集するか
意思決定する
○近隣の救護所、診
療所等などへ参集す
る

○避難所（医療救護
所）開設・医療活動・
フィジカルトリアージ
○被害状況の確認
（各保健所・救護所・
避難所等）
○薬剤師の安否・居
場所確認
○暑さ・寒さ対策

○医療救護所にて
活動

○安芸地区歯科対策
本部設置
○高知県歯科医師会
への状況報告
○診療可能な歯科医
院情報の把握及び情
報提供
○可能であれば地域
医療活動等に参加

○医師確保
○看護師確保
○薬剤師確保
○医療従事者確保
○医療救護資機材調
達
○医療救護所開設
○医療救護活動
○医療情報伝達（状
況・物資）

★情報の収集　（１）
衛星携帯電話、電
話、テレビ、ラジオな
どあらゆる情報手段
を使い、地震及び津
波に関する情報収集
を行う。　（２）収集し
た情報は確実な情報
を避難者・職員に伝え
る（あわてて不確かな
情報は絶対流さない
ようにする。物品、機
器、薬剤の被害状況
を把握する。（３）名簿
を備え付け避難住民
の氏名、人数等を把
握する。　できる限り、
救命や治療を行う。
２次災害の恐れがあ
るか所については直
ちに立入り禁止の措
置をとり、誤っても立
ち入らないようにす
る。

・患者受入体制の整
備
・外部連携体制の整
備
・安全確保
・ライフラインの維持
復旧
・緊急医療（トリアー
ジ、傷病者対応）
・調達（燃料、食料、
飲料水、物品、医療
ガス）
・支援要請、受入
・患者搬送

○情報収集
○各コーディネーター
参集
○支部運営開始
　・情報通信班、総務
渉外班、医療対策
班、薬務班、ＳＣＵ設
営班
○市町村支援開始
○災害対策安芸支部
との連携

○災害情報収集
○人命救助活動
○行方不明者の
捜索活動
○治安対策
○応急救助機関
受援計画・警察災
害派遣隊の運用
等
○遺体安置（検
視）

○医療救護所に
て医療活動

○情報把握・連
絡（避難状況等）
○人命救助・避
難誘導
○傷病者の搬送
○要配慮者の安
否確認・応急支
援
○避難所への移
動

○人命救助・避
難誘導
○傷病者の搬送
○要配慮者の安
否確認・応急支
援
○火災消火活動

○避難誘導
○避難所の準備・
開設

○自分自身、家族の安否確認
○避難所での救助・救出活動
○避難所避難

時間軸
地域全体での
想定・起こりえる
こと

安芸市 消防本部 医師※１ 看護師※２ 薬剤師 柔道整復師 歯科医師 医療救護所 救護病院 拠点病院 県医療支部 警察 医療機関※３ 住民 消防団 自主防災組織 日赤

～２４時間

○浸水状況改善
○避難所生活
○生活必需品不足
○行方不明者の捜索
○医療従事者不足
○自衛隊の先遣部隊
の到着

○医療救護所運営
○重症者・重病者の
医療機関への搬送
○行方不明者捜索
○避難所運営
○避難生活の改善支
援
○遺体安置所の確
保・準備

○火災消火活動
○傷病者の搬送
○行方不明者捜索
○緊急消防援助隊等
の
　受入及び支援

○医療救護所にて医
療活動

○近隣の救護所にて
救護活動を実施する
（トリアージ・診療の補
助・応急手当）
○近隣の避難所、福
祉避難所、孤立地域
で支援活動を実施す
る
○支援活動を実施た
場合は、高知県看護
協会へ支援活動開始
の報告を行う（QRコー
ド使用）
○浸水・余震が継続
しているので、無理な
支援活動は行わない

○避難所（医療救護
所）開設・医療活動・
フィジカルトリアージ
○公衆衛生の確保（ト
イレ・水まわり・遺体
収容など）
○暑さ・寒さ対策
○医薬品・医療資機
材の不足品の確認・
依頼

○医療救護所にて
活動

○遺体身元確認に出
動可能な人員の確認
とスケジュール調整
○避難所等の情報収
集及び連絡調整
○地域住民への歯科
医療情報の提供
○要歯科医療患者の
把握
○歯科医薬品、口腔
衛生物品の集約・配
布

○医療救護活動
○医療情報伝達（状
況・物資）

★安全施設、ライフラ
イン　　（１）電気、ガ
ス、水道、電話等のラ
イフラインの確保に努
める　　（２）飲料水、
食料の確保　　　★出
来る限り救命、医療
処置は継続して行っ
ていく。

・勤務基盤確保
・遺体の確認
・食事対応
・避難者、帰宅困難者
対応

○情報収集
○支部運営（ＥＭＩＳ情
報や各種様式からの
情報集約）
○市町村支援
○ＳＣＵ設営・運営
○県医療本部に支援
要請（負傷者搬送、
DMAT，外部支援等
要請）

○災害情報収集
○人命救助活動
○行方不明者の
捜索活動
○治安対策
○応急救助機関
受援計画・警察災
害派遣隊の運用
等
○遺体安置（検
視）

○医療救護所に
て医療活動

○情報把握・連
絡（避難状況等）
○人命救助・避
難誘導
○傷病者の搬送
○行方不明者の
捜索
○避難所運営

○火災消火活動
○行方不明者の
捜索
○傷病者の搬送

○避難所運営
○自分自身、家族の安否確認
○避難所での救助・救出活動
○避難所避難

～４８時間

○避難所での厳しい
運営、生活用品の不
足、行方不明者情報
の問い合せ、医療従
事者や医薬品の不
足、重症者の様態悪
化
○重症患者後方搬送
開始

○広域医療活動の応
援要請
○後方搬送伝達
○遺体安置所設置・
運営
○防疫活動

○火災消火活動
○傷病者の搬送
○行方不明者捜索
○緊急消防援助隊等
の
　受入及び支援

○医療救護所にて医
療活動

○近隣の救護所にて
救護活動を実施する
（トリアージ・診療の補
助・応急手当）
○近隣の避難所、福
祉避難所、孤立地域
で支援活動を実施す
る
○支援活動を実施た
場合は、高知県看護
協会へ支援活動開始
の報告を行う（QRコー
ド使用）
○浸水・余震が継続
しているので、無理な
支援活動は行わない

○避難所（医療救護
所）開設・医療活動・
フィジカルトリアージ
○公衆衛生の確保（ト
イレ・水まわり・遺体
収容など）
○医薬品・医療資機
材の不足品の確認・
依頼

○医療救護所にて
活動

○地域住民への歯科
医療情報の提供（二
人一組）
○避難所での歯科治
療、口腔ケア

○医療情報伝達（後
方搬送・状況・物資）

★安全施設、ライフラ
イン　　（１）電気、ガ
ス、水道、電話等のラ
イフラインの確保に努
める　　（２）飲料水、
食料の確保　　　★出
来る限り救命、医療
処置は継続して行っ
ていく。

・初日対応の継続

○情報収集
○支部運営（ＥＭＩＳ情
報や各種様式からの
情報集約）
○市町村支援
○ＳＣＵ設営・運営
○県医療本部に支援
要請（負傷者搬送、
DMAT，外部支援等
要請）

○災害情報収集
○人命救助活動
○行方不明者の
捜索活動
○治安対策
○応急救助機関
受援計画・警察災
害派遣隊の運用
等
○遺体安置（検
視）

○医療救護所に
て医療活動

○情報把握・連
絡（避難状況等）
○人命救助・傷
病者の搬送
○行方不明者の
捜索
○避難所運営

○行方不明者の
捜索
○傷病者の搬送
○後方搬送（負
傷者搬送）

○避難所運営

○安芸市社協との連携
○情報収集・提供・広報①避難所・地域
の巡回（被災状況、他団体の活動状況
等の情報収集）②安否調査（親族への連
絡も含む）③支援ニーズの収集④広報、
情報の提供
○減災活動①災害時要配慮者の支援
(高齢者、妊産婦、障害者、避難所、救護
所・病院への誘導、こころのケア)②ボラ
ンティアセンターへの援助③応急手当④
避難所・救護所の運営支援
○その他支援①活動記録②炊き出し③
救援物資の搬送・配分④被災家屋の復
旧支援（清掃等）○救護班の業務支援①
救護所の設置②救護班に対する情報提
供③診察・看護支援④後方病院の搬送
④救護班に対する食住支援⑤応急手当

～７２時間

○避難所での厳しい
運営、生活用品の不
足、行方不明者情報
の問い合せ、受援体
制の確保

○保健活動

○火災消火活動
○傷病者の搬送
○行方不明者捜索
○緊急消防援助隊等
の
　受入及び支援

○医療救護所にて医
療活動

○被災状況を考え、
職場への参集が可能
であるか、近隣での
支援活動を続けるか
意思決定する○避難
所、福祉避難所、孤
立地域等において避
難者の健康管理や生
活環境の調整に取り
組む　　　　　○看護
者自身も被災者であ
るため、被災状況や
要支援状況、支援物
資の充足等被災者の
視点を活かし支援活
動を行う

○避難所（医療救護
所）開設・医療活動・
フィジカルトリアージ
○公衆衛生の確保（ト
イレ・水まわり・遺体
収容など）
○医薬品・医療資機
材の不足品の確認・
依頼

○医療救護所にて
活動

○地域住民への歯科
医療情報の提供（二
人一組）
○避難所での歯科治
療、口腔ケア

★安全施設、ライフラ
イン　　（１）電気、ガ
ス、水道、電話等のラ
イフラインの確保に努
める　　（２）飲料水、
食料の確保　　　★出
来る限り救命、医療
処置は継続して行っ
ていく。

・透析患者への対応

○情報収集
○支部運営（ＥＭＩＳや
各種様式からの情報
集約）
○市町村支援
○ＳＣＵ運営
○県医療本部に支援
要請（負傷者搬送、
DMAT，外部支援等
要請）

○災害情報収集
○人命救助活動
○行方不明者の
捜索活動
○治安対策
○応急救助機関
受援計画・警察災
害派遣隊の運用
等
○遺体安置（検
視）

○医療救護所に
て医療活動

○情報把握・連
絡（避難状況等）
○人命救・傷病
者の搬送
○行方不明者の
捜索
○避難所運営

○行方不明者の
捜索
○傷病者の搬送

○避難所運営

○安芸市社協との連携
○情報収集・提供・広報①避難所・地域
の定期巡回（被災状況、ライフラインの
復旧予定、他団体の活動状況等の情報
収集）②安否調査（親族への連絡も含
む）③支援ニーズの収集④広報、情報の
提供
○減災活動①瓦礫等の撤去②こころの
ケア活動（リラクゼーションを含む）③避
難所・救護所の運営支援④災害時要配
慮者の支援(高齢者・障害者に対する安
否確認、状況説明、避難所支援・外国人
に対する情報提供（手話・通訳含む）、こ
ころのケア)⑤被災者の生活環境の充実
のための支援
○その他支援①炊き出し②救援物資の
搬送・配分③被災家屋の復旧支援（清掃
等）④引越しの手伝い⑤活動記録⑥後
方病院への搬送○救護班の支援①救護
所の設置②救護班に対する情報提供③
診察・看護支援④救護班に対する食住
支援

※４　医療廃棄物の処分方法については未定

○家族の安否確
認、救助

○避難行動

○家族の安否確
認、救助

○避難行動

○自分自身、家族の安否確認
○避難所での救助・救出活動

○避難所避難

○家族の安否確認、
救助

○避難行動
○医療従事者参集

○被害把握と連絡手
段の確保

・情報収集（災害発生
状況、職員及び患者
の状況、診療提供能

力）及び館内放送
・入院患者の状態安

定化（継続治療）
・災害体制構築

○避難誘導及び避難
○安否確認

○情報伝達網の確認
○県医療本部の状況

確認
○各医療機関の状況

把握
○各市町村の状況把

握
○拠点病院状況把握

○職員安否確認
及び非常召集

○署災害警備本
部設立

○災害情報収
集、避難誘導

○人命救助活動

○避難訓練・家具
転倒防止対策等

減災対策
○非常持ち出し

袋準備
○避難場所・避難
ルート・避難所・
津波浸水区域の

確認
○医療救護所運

営訓練

○避難・避難指
示

○連絡手段の確
保

○情報把握・連
絡（避難状況等）

（1）災害対策本部に
本部長及び副本部長
を置く。　　（2）本部
長・副本部長のもとに
情報収集班及び応急
措置・物資対策班、施
設状況・ライフライン
確保対策班、入院患
者・利用者対策班、職
員・住民避難対策を
設置し、各班長を置
く。　　（３）安全確保
の確認をおこない、４
階に本部設置　　★
地震発生時（1）自分
自身の身の安全を確
保する。　（２）揺れが
治まれば患者と利用
者、職員の安否確認
を確認し、被害状況
の把握を行う。（３）落
下物、倒壊物等の被
害に遭った者を至急
救助する。（４）津波に
対して避難を行う。★
津波に備えて　（１）津
波避難ビルに指定さ
れているため、３階以
上を避難場所とする。
（２）１階各部署、外来
患者、２階各部署は
安全の確保ができた
ら速やかに階段を使
い３階以上に避難す
る。　（５）４階、５階の
患者、利用者は各階
にて待機する。
（６）避難場所の指定
になっているため、近
隣住民も３階以上に
上がってもらう（7）避
難状況を４階災害対
策本部に報告

○家族の安否確認・
救助活動

○避難行動（人・医薬
品・連絡手段など）

○各集合場所へ参集

○家族の安否確認・
救助

○避難行動

○患者、従業員、家
族の避難誘導・安全

確保
○安芸室戸地区各歯
科医院の状況確認

～１時間

○大きな揺れ、家屋
等の倒壊

○ライフライン（電気・
水道・ガス・電話・イン

ターネット）停止
○交通（道路）寸断
○住民高台避難
○大津波来襲

○死者・負傷者・行方
不明者　発生
○救助要請

○職員本部参集
○避難指示

○連絡手段の確保
○情報収集（状況把

握）
　・市内施設の安全確

認
　・発生負傷者等の規

模把握
　・医療機関の被害把

握
　・薬局の被害把握

○職員の参集状況及
び

　安否確認
○人命救助・避難誘

導・
　車両避難

○各情報の収集
○関係機関への連絡

○家族の安否確認、
救助

○避難行動

○本人および家族の
安全を最優先する

○高台等への避難時
には、余裕があれば
看護職として高齢者
や小児、要支援者等
の支援をしつつ避難
する　○「命が助か

る」を最優先し、無理
な支援活動は行わな

い


